












令和4年2月 1 日（年6回、 4·6·8· 10· 12·2月の 1 日発行）

令和3年崖「災害樹科保健樹科衡生±フォ ー ラム」開催報告

令和3年12月5日（日）組織・地域歯科保健・災害歯科保
健の三委員会共催による研修会として初めてオンラインで
開催された。

受講者133名は都道府県歯科衛生士会からの推薦者
で、午前は「災害歯科保健コ ー ディネ ー タ ー および 災害歯
科保健業務調整（ロジスティクス：以下ロジ）」歯科衛生土
を対象に、3名の講師による講演が行われた。

最初に下浦佳之氏（公益社団法人日本栄養士会 専務理
事）による「日本栄養士会災害支援チ ーム(JDA-DA丁）の栄

養・食生活支援活動と研修システムについて」、次に太田秀
人氏（筑紫歯科医師会 医療管理理事）による「平成29年九
州北部豪雨災害時における歯科保健医療支援活動の舞台
裏」、そして、最後に松永真理子氏（一般社団法人福岡県歯
科衛生士会専務理事）による「都道府県歯科衛生士会が「災
害歯科保健活動』に会員を派遣する上で必要なこと」につい 
て、ご講演いただいた。いずれ も 災害支援活動の実践に即
し、エールに満ちた内容であった。各都道府県会のコーデイ
ネーターやロジとしてかじ取りを担う受講者は、各々の役割

への理解を深め、「連携して取り組もう」という意欲が高まっ
たことが受講後のアンケ ート結果からもうかがえた。

午後はロジのみを対象とし、46名が受講した。菅原清夏氏
（一般社団法人新潟県歯科衛生士会 理事）と山下千穂氏（一

般社団法人和歌山県歯科衛生士会 会長）から、それぞれの県
会による災害支援の取り組み 事例について紹介された。その
後、6ブロックに 分かれ グルー プワ ー クを行い、「 災害時の
マネジメントに必要な活動～ロジの役割～」をテーマに、災害
時にロジとしてすべきこと、そのために 平時からの準備など
について、話し合った。太田秀人氏（前記）および中久木康一

氏（東京医科歯科大学救急災害医療分野非常勤講師）のご
助言をいただき、オンラインによるグルー プワ ー クであった
が、積極的な意見や情報交換が行われ、ブロック内のロジ同
士のつながりが深まった。

今後、各都道府県会ではロジとコ ー デイネー タ ーを中心
に、会員向け研修や緊急時の 連絡体制の整備など災害への
備えが、ますます進むことが期待される。

（災害歯科保健委員会）
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to IFDH
本会では、国際歯科衛生士連盟が発行する学術誌「InternationalJournal of Dental日ygiene(IJD日）」を購読しています。

会員の皆様にはIJDHが無料公開されているウェブサイトに直接アクセスできるように、最新号のURLを公開いたします。
また、有料の部分については、ご希望の方は購読しているIJDHを本会で閲覧することができます。国際協力委貝会までお申込み

ください。(FAX 03-3209-8023) 

― 2021年1 1月第19巻4号）

今回から最新号のテーマをご紹介いたします。
本号には音波歯ブラシや歯磨剤の成分について検討された論文が各国から掲載されています。日本からは、国際協力委員会の竹之内茜委

員が執筆した超音波歯ブラシの周波数の違いによる口腔衛生への効果の比較についての論文が掲載されています。

IJDHホームページhttps://onlinelibrary.wiley.com/journal/16015037

International Journal of Dental Hygiene 最新号}
巨

（国際協力委員会 宮澤絢子）
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